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1. はじめに 
 ICT 技術の発展により，インターネットを用いて

学習を行う e-Learning システムが教育機関や企業で

利用されている．そこで，我々は基本情報技術者試

験を対象としたシステムの構築と学習評価方法の検

討[1]を行ってきた． e-Learning システムを使用する

利点として，時間や場所の制約がない，学習や教育

の効率化を図れるといった点が挙げられる．しかし，

その一方で管理者の負担が大きいことや利用頻度は

学習者の学習意欲に依存するといった欠点も挙げら

れる．特に学習意欲の低下は目標の達成度に大きな

影響を及ぼすため，学習意欲を向上・維持させるよ

うなシステムの構築が求められる． 
 本研究では，システムを通じて学習者から得られ

る解答情報に加え，問題文が持つ属性情報を学習評

価に用いることを目的としている．この学習評価に

より，各学習者が苦手とする属性の把握とその対策

をフィードバックすることが可能になり，学習意欲

の維持・向上につながると考える． 
 問題文の属性分析手法としてデータマイニングで

用いられている知識発見プロセス[2]を用いる．これ

を本研究の対象である基本情報技術者試験[3]に応用

し，問題文から有用で意味のある文字列である特徴

語を発見する．本報告では，試験問題に特徴語抽出

手法を適用した実験結果を示し，その有効性を考察

する． 
 
2. 対象試験の特徴 
 本研究で対象とするのは基本情報技術者試験であ

る．この試験で出題される問題は，経験則より以下

の問題形式に分類することができる． 
 

① 専門用語の意味や説明を問う問題 
② ある説明に最も適した用語を選ぶ問題 
③ 数値や思考による計算結果を求める問題 

 
 各問題にはその問題を特徴付ける用語が含まれて

おり，本報告ではこのような用語を問題の属性とす

べく特徴語と定義する．なお，本報告における特徴

語は索引に記載されるような重要度の高い用語とす

る．また，特徴的であっても一般的に使用されるよ

うな重要度の低い用語（「ネットワーク」など）は

非特徴語とする． 
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3. 知識発見プロセスの概要 
 知識発見プロセスとは巨大なデータの中から特徴

的なパターンを見つけるためのアルゴリズムである．

これは Fayyad らによって定式化され，データマイ

ニングに使われている．その概念図を図 1 に示す． 
 

 
図 1 知識発見プロセスの概念図 

 
4. 対象試験における特徴語発見プロセス 
 3.に示した知識発見プロセスを対象試験に対応さ

せる．ここでは，本研究に適用するようアレンジし

たプロセスを述べる． 
 
4.1 目標の設定 
 本報告では 2.で定義した特徴語のみを対象試験の

問題文から抽出し，尚且つ誤抽出を最小限にとどめ

るプロセスの構築を目標とする． 
 
4.2 データ選択 
 対象試験から得られるデータは問題文，選択肢，

正解選択肢である．本報告では問題文を分析し，特

徴語を抽出するので分析に必要な問題文のデータの

みを選択する． 
 
4.3 前処理 
 選択した問題文のデータには出題年や問題番号，

全角半角が統一されていない英数字などが含まれて

いる．そこで，これらを正規化し，意図する分析手

法が適応できる文字列に変換する． 
 
4.4 データ変換 
 形態素解析により得られる品詞情報と形態素を用

いて特徴語の抽出を行う．なお，形態素解析器は

MeCab[4]を使用した． 
 4.3 で前処理を行った問題文に対し，形態素解析

を行い，品詞情報と形態素に変換する．次にあらか

じめ用意した特徴語に対して同様の処理を行い，品
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詞情報を特徴語の識別パターンとして用いる．なお，

特徴語の品詞情報は対象試験のシラバス[3]に記載さ

れている用語 2809 語から取得した． 
 
4.5 特徴的なパターン 
 4.4 で得た品詞情報を使用し，問題文の中から特

徴語と思われるパターンを発見する．そして，それ

に対応する複数の形態素を一つの文字列として抽出

する． 
 抽出した文字列より文字数を調べる．特徴語は 3
文字以上で構成されている場合が多いので抽出した

文字列のうち，2 文字以下のものは抽出しない．ま

た，3 文字以上であっても先頭に「実－」や「何－」

などの接頭辞を含む文字列，末尾に「－中」や「－

的」などの接尾辞を含む文字列は一般的に使われる

用語であることが多いので，これも抽出しない． 
 
4.6 評価・解釈 
 以上のプロセスにより特徴語の正解率を求め，こ

の手法の有効性を評価する．また，非特徴語がどの

ような特徴を有しているのか評価し，誤抽出数を抑

えるための処理を 4.3 の前処理や 4.5 のパターン発

見部分に組み込む． 
 
5. 特徴語抽出実験 
5.1 実験条件 
 4.で示した提案手法を用いて以下の実験条件より

特徴語抽出実験を行った． 
 

表 1 実験条件 

対象 平成 22年 秋期 

基本情報技術者試験 午前問題 80問 

測定項目 ・抽出した特徴語の正解率 
・特徴語の抽出率 

特徴語数 143 語 

 
 表 1 より本実験では，2.に示した特徴語の定義に

当てはまる用語を対象から抽出し，これを特徴語と

した．そして，提案手法を用いて抽出した用語のう

ち特徴語を正抽出，非特徴語を誤抽出とし，抽出で

きなかった特徴語を未抽出とする． 
 抽出した用語に含まれる正抽出の割合を正解率と

定義し，式(1)から求める．また，特徴語における

正抽出の割合を抽出率と定義し，式(2)から求める． 
 

 �正解率� =
�正抽出数�

�正抽出数＋誤抽出数�
× 100[%] (1) 

 

 �抽出率� =
�正抽出数�
�特徴語数�

× 100[%] (2) 

 

5.2 実験結果 
 実験結果を表 2 に示す． 
 

表 2 特徴語抽出実験結果 

  全体 
問題形式

① 

問題形式

② 

問題形式

③ 

特徴語数 [語] 143 52 44 47 

正抽出数 [語] 141 51 44 46 
誤抽出数 [語] 49 6 13 30 
未抽出数 [語] 2 1 0 1 
正解率 [%] 74.2 89.5 77.2 60.5 
抽出率 [%] 98.6 98.1 100 97.9 

 
 表 2 より全体の抽出率は 98.6[%]となった．これ

は形態素解析により得た品詞情報を識別パターンと

して用いたことで，未知の特徴語に対応できたこと

を示している．しかし，全体の正解率は 74.2[%]と
抽出率より低下している．この原因として，特徴的

なパターンを持つ非特徴語が抽出されたためと考え

る．誤抽出となった用語は「タスク」，「使用時間」

など特徴的であるが重要度の低いものであった．  
 各問題形式の正解率に着目する．3 つの問題形式

の中で①が最も高い値となった．これは他の形式よ

り問題文の長さが短い傾向にあり，非特徴語が抽出

されることが少ないためと考える．これに対して，

正解率が最も低い③は問題文が長い傾向にある．こ

のことから正解率の精度は問題文の長さに影響され

ることがわかる． 
 これらより，本手法は未知の特徴語に対して高い

抽出率となるが，特徴的なパターンを持つ非特徴語

の誤抽出を抑制するのは困難である．また，それに

伴い，正解率の精度は問題文の長さに影響される．  
 
6. まとめ・今後の課題 
 本報告では知識発見プロセスに基づき，形態素解

析を用いた特徴語抽出手法の検討を行った．その結

果，未知の特徴語に対して正解率 74.2[%]となった． 
 今後は抽出した用語を用いて問題文のクラスタリ

ングを行い，クラス内での各用語の出現頻度から誤

抽出を抑制できないか検討する． 
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